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虐待被害を疑った時の子どもからの聴き取り
養護教諭志望学生を対象とした意識調査から
Interviewing the Children Suspected of Abuse or Neglect. 























誘導や暗示）を受けやすいことが多くの研究から示されている（Fivush and Fromhoff, 1988; Ceci, 
Ross, & Toglia, 1987）。そこで、このような子どもの特性に配慮し、客観的に事実確認をすることを
























平成 29 年 2 月 7 日付の第 3 回児童虐待防止対策に関する関係府省庁連絡会議幹事会資料による
と、3 機関での協議（2 機関での協議も含む）実施事例は、平成 27 年 10 月～ 12 月で 26 件、平
成 28 年 1 月～ 3 月で 59 件、4 月～ 6 月で 86 件、7 月～ 9 月で 76 件であった。合計すると協議
実施事例は年間 247 件であった。また、3 機関での協同での面接（2 機関での面接も含む）は、
平成 27 年 10 月～ 12 月で 24 件、平成 28 年 1 月～ 3 月で 50 件、4 月～ 6 月で 76 件、7 月～ 9

































































調査時期：2017 年 1 月に実施された。
参加者：大阪府内私立大学の養護教諭養成課程に在籍する女子大学生 34 名（平均年齢 19.94 歳）
が調査に参加した。
調査用紙：【事前調査：pre】保健室へ来室した子どもが「パパがたたいた」と言った場合を想
定し，子どもから情報収集すべき事柄 15 項目、大人から伝達すべき事柄 12 項目についてそれ
ぞれどの程度重視すると思うか 4 件法で評定を求めた。これらは，仲（2014, 2015）で用いら
れた項目と評定法を使用した。
　子どもから情報収集すべき事柄の 15 項目は、パパの情報（パパの年齢、職業、特徴、意図、




















































































































　参加者 34 名のうち回答に不備のあった 3 名を除く 31 名を分析対象とした。各項目の評定値
について，事前／事後×項目の 2 要因分散分析を行ったところ，交互作用が有意であり（ F
（11,330）＝7.58, p＜.01），わからないと言うことは講義後に重視度の評定が上がり（p＜.01），
あなたは悪くない（p＜.05），受容や共感（p＜.01），パパへの評価（p＜.05）と対応（p＜.01），
























　参加者 34 名のうち回答に不備のあった 2 名を除く 32 名を分析対象とした。各項目の評定値
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付記：本稿の一部は、日本心理学会第 81 回大会（久留米シティプラザ　2017 年 9 月 21 日）において、ま
た、日本教育心理学会第 59 回大会自主企画シンポジウム「学校からの虐待通告―迅速な通告と有機的な





　なお、本研究は、JST（科学技術振興機構）／ RISTEX（社会技術研究開発センター）による平成 27 年
度戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）「安全な暮らしをつくる新しい公／私空間の構築」領域の
助成を受けて実施される研究開発プロジェクト「多専門連携による司法面接の実施を促進する研修プログ
ラムの開発と提供」における研究である。
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